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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

資
料
紹
介佐

志
傳
君
著
作
目
録

山

内

慶

太

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
時
か
ら
の
所
員
で
あ
っ
た
佐
志
傳
先
生
が
、
令
和
二
年
八
月
五
日
、
八
十
九
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

佐
志
先
生
は
、
本
塾
大
学
文
学
部
史
学
科
に
学
び
、
昭
和
三
十
年
三
月
に
大
学
院
文
学
研
究
科
を
修
了
し
た
。
専
門
は
古
代
史

で
宇
佐
八
幡
や
八
幡
信
仰
を
研
究
し
て
い
た
が
、
丁
度
慶
應
義
塾
で
は
百
年
史
の
編
纂
事
業
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
塾
史
編
纂
所

の
所
長
間
崎
萬
里
氏
の
勧
め
で
、
こ
れ
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
三
十
年
四
月
、
塾
史
編
纂
所
事
務
員
、
三
十
五
年
、

同
専
任
所
員
と
な
り
、
十
年
間
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
の
編
纂
に
専
念
し
た
。
百
年
史
の
編
纂
が
一
段
落
し
た
四
十
年
四
月
に
、

本
塾
高
等
学
校
の
教
諭
と
な
り
、
平
成
八
年
三
月
、
定
年
退
職
ま
で
三
十
一
年
間
、
同
校
で
日
本
史
を
講
じ
た
。

こ
の
間
、
塾
史
編
纂
所
は
百
年
史
編
纂
の
使
命
を
終
え
て
、
四
十
四
年
に
塾
史
資
料
室
と
な
っ
て
い
た
が
、
五
十
八
年
慶
應
義

塾
創
立
百
二
十
五
年
に
際
し
て
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
る
。
そ
の
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
定
年
退
職
ま
で
所
員
を
兼
務
し
、
平
成
二
年
か
ら
退
職
ま
で
運
営
委
員
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
定
年
後
も
、
健
康
上
の
理
由
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で
辞
退
さ
れ
る
平
成
二
十
八
年
三
月
末
ま
で
顧
問
を
務
め
た
。

佐
志
先
生
の
主
な
業
績
を
挙
げ
る
と
、
通
史
や
資
料
集
の
編
纂
と
し
て
は
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』、『
交
詢
社
百
年
史
』、『
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書

福
沢
諭
吉
と
慶
應
義
塾
』
が
あ
る
。『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
専
任

所
員
は
会
田
倉
吉
氏
と
佐
志
先
生
の
二
人
の
み
で
（
註

会
田
氏
は
三
十
五
年
に
昆
野
和
七
氏
よ
り
引
き
継
い
だ
）、
し
か
も
最

若
手
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
経
験
は
、
後
の
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
お
い
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
百
年
史
編
纂
の

経
験
と
そ
の
後
の
研
究
の
成
果
が
活
か
さ
れ
た
の
が
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
』
で
、
約
十
年
間
に
及
び
関
係
史

料
を
、
収
集
、
整
理
、
分
類
し
、
更
に
解
説
を
付
け
た
史
料
集
成
を
構
築
し
た
。
ち
な
み
に
、
平
成
七
年
に
は
、「『
福
沢
関
係
文

書
』
の
編
纂
な
ら
び
に
関
連
業
績
」
で
義
塾
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

百
年
史
と
同
時
期
に
進
め
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
事
業
が
富
田
正
文
氏
に
よ
る
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
の
編
集
で
あ
る
。
別

巻
を
加
え
た
再
版
の
刊
行
を
終
え
た
後
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
、
中
山
一
義
氏
の
提
案
で
富
田
氏
を
中
心
に
福
沢
全
集
の
編
集

者
、
百
年
史
の
編
集
者
が
集
ま
っ
て
継
続
し
て
開
か
れ
た
の
が
「
福
翁
自
傳
を
読
む
会
」
で
、
平
成
十
二
年
ま
で
通
算
一
三
九
回

続
い
た
。
そ
の
間
、
参
加
者
の
出
入
り
は
あ
っ
た
が
佐
志
先
生
は
初
回
か
ら
最
後
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
先

生
は
、
百
年
史
編
纂
以
降
の
塾
史
研
究
と
、
富
田
氏
を
中
心
と
し
た
福
沢
研
究
と
の
両
方
に
精
通
す
る
貴
重
な
人
で
も
あ
っ
た
。

退
職
後
の
大
仕
事
と
な
っ
た
、
河
北
展
生
氏
と
の
『「
福
翁
自
傳
」
の
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
は
、
こ
の
「
福
翁
自
傳

を
読
む
会
」
の
蓄
積
の
成
果
が
結
実
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

な
お
、
佐
志
先
生
は
、
筆
が
走
る
こ
と
を
戒
め
、
緻
密
な
論
証
を
大
切
に
す
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
私
淑
し
た
富
田
正
文

氏
の
『
考
証
福
沢
諭
吉
』（
岩
波
書
店
）
の
出
版
に
当
た
っ
て
は
、
原
稿
の
仔
細
な
点
検
等
を
協
力
し
、
前
述
の
『「
福
翁
自
傳
」

の
研
究
』
で
は
主
に
河
北
氏
が
担
当
し
た
注
釈
編
も
詳
細
な
点
検
を
手
伝
っ
た
こ
と
は
、
業
績
一
覧
で
は
わ
か
ら
な
い
功
績
で
あ
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る
。百

年
史
等
の
編
纂
に
通
底
す
る
佐
志
先
生
の
姿
勢
を
示
唆
す
る
も
の
に
、
交
詢
社
百
年
史
出
版
記
念
常
例
午
餐
会
で
の
講
演
が

あ
る
。
こ
の
中
で
、
交
詢
社
に
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
印
象
と
は
違
う
性
格
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、「
そ
れ
は
、
交
詢

社
が
積
極
的
に
社
史
を
編
纂
し
て
表
に
出
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
正
し
い
事
実
を
一
般
に
公

表
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
日
分
か
っ
て
い
る
材
料
を
い
わ
ば
復
刻
す
る
よ
う
な
形

で
、
な
る
べ
く
多
く
の
材
料
を
引
用
し
な
が
ら
資
料
そ
の
も
の
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
、
私
の
つ
た
な
い
考
え
で
書
く
よ
り
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
、
資
料
を
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
す
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
結
局
後
世

の
方
に
も
利
用
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
大
き
く
言
え
ば
、
歴
史
の
研
究
な
ど
な
さ
る
学
者
の
た
め
に
正
し
い
材
料

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
こ
の
百
年
史
の
務
め
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
、
広
く
後
世
の
研
究
者
の

為
に
と
い
う
考
え
は
、『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
』
の
編
纂
過
程
を
講
演
し
た
福
沢
諭
吉
協
会
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
で

の
「
も
ち
ろ
ん
一
番
大
き
い
目
的
は
資
料
を
公
開
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
慶
應
だ
け
が
資
料
を
握
っ
て
小
出
し

に
何
か
研
究
す
る
と
い
う
ん
で
は
ア
ン
フ
ェ
ア
で
す
か
ら
、
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
、
そ
う
い
う
考
え
方
な
の
で
す
。」
と
い
う
発
言
と
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
の
著
作
目
録
に
は
、
佐
志
先
生
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
把
握
し
得
た
限
り
全
て
網
羅
し
た
。
近
年
は
、
査
読
付
き
の

論
文
を
重
視
す
る
傾
向
が
益
々
強
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
を
見
て
い
た
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
語
っ
て

い
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
の
み
で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
他
の
講
演
録
、
随
筆
等
も
通
読
し
て
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
も
多

い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
著
作
を
網
羅
し
て
示
す
意
味
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
実
は
、
筆
者
は
、
佐

志
先
生
が
定
年
退
職
の
時
に
、
先
生
の
業
績
一
覧
を
ま
と
め
る
こ
と
を
申
し
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
先
生
か
ら
頂
い
て

佐志傳君著作目録
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い
た
リ
ス
ト
を
基
に
し
て
、
更
に
そ
の
後
の
業
績
を
調
査
し
加
え
た
も
の
で
あ
る
。「
論
文
」、「
書
評
・
紹
介
」、「
研
究
発
表
・

報
告
」、「
講
演
」、「
随
筆
」
は
そ
の
時
の
先
生
の
リ
ス
ト
に
付
さ
れ
た
種
類
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
に
、
本
業
績
に
表
れ
な
い
先
生
の
功
績
を
二
点
記
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
義
塾
一
貫
教
育
の
中
で
の
貢
献
で
あ
る
。
高
等
学
校
で
は
佐
志
先
生
の
日
本
史
の
授
業
で
触
発
さ
れ
た
人
は
少
な
く

な
い
が
、
加
え
て
福
沢
研
究
会
を
主
宰
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
学
恩
を
受
け
た
者
で
、
塾
内
外
で
教
職
に
在
る
者
も
少
な
く
な

い
。
ま
た
、
幼
稚
舎
、
普
通
部
、
中
等
部
等
各
校
の
求
め
に
応
じ
て
福
沢
先
生
や
塾
史
に
因
む
講
演
を
し
ば
し
ば
行
っ
た
。
以
下

の
業
績
に
掲
載
し
た
「
講
演
録
」
は
そ
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
講
演
に
つ
い
て
も
録
音
等
か
ら
の
活
字
化
が
な
さ
れ
れ

ば
、
後
進
教
職
員
に
と
っ
て
も
若
き
塾
生
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
高
等
学
校
に
異
動
し
て
か
ら
の
塾
史
研
究
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
塾
史
編
纂
所
は
、
百
年
史
編
纂
が
終
了
し
て
塾
史
資

料
室
と
な
り
、
会
田
倉
吉
氏
が
昭
和
五
十
一
年
、
在
職
中
に
急
逝
し
て
以
降
は
、
専
任
者
が
い
な
い
形
に
な
っ
て
い
た
。
福
沢
研

究
セ
ン
タ
ー
に
専
任
所
員
が
置
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
約
三
十
年
を
要
し
た
。
こ
の
期
間
が
な
け
れ
ば
と
の
憾
み
は
あ
る
が
、

そ
の
期
間
が
空
白
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
兼
担
所
員
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
な
か
で
も
佐
志
先
生
が
高
等
学
校
で
の

多
忙
な
本
務
の
一
方
で
、
会
田
氏
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
精
力
的
に
塾
史
研
究
を
継
続
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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佐
志
傳
君
著
作
目
録

【
編

纂
】

『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
慶
應
義
塾

上
巻
（
昭
和
三
三
年
一
一
月
）、
中
巻
（
前
）（
昭
和
三
五
年
一
二
月
）、
中
巻
（
後
）（
昭
和
三
九
年
一
〇
月
）、
下
巻
（
昭

和
四
三
年
一
二
月
）、
別
巻
（
大
学
編
）（
昭
和
三
七
年
八
月
）

塾
史
編
纂
所
の
中
に
設
け
ら
れ
た
小
委
員
会
が
編
纂
の
実
際
の
作
業
を
担
当
し
た
。
小
委
員
会
は
所
長

間
崎
万
里
、
今
宮

新
の
ほ
か
、
富
田
正
文
、
中
山
一
義
、
昆
野
和
七
、
会
田
倉
吉
、
手
塚
豊
、
河
北
展
生
、
佐
志
傳
、
武
田
勝
蔵
。

ま
た
、
別
巻
（
大
学
編
）
の
う
ち
文
学
部
の
編
集
担
当
者
は
、
松
本
芳
夫
、
中
山
一
義
、
会
田
倉
吉
、
河
北
展
生
、
佐
志
傳

で
、
こ
の
う
ち
「
五

学
会
・
機
関
誌
」
一
四
一
―
二
〇
〇
頁
を
佐
志
が
執
筆
。

『
交
詢
社
百
年
史
』
交
諮
社
、
昭
和
五
八
年
一
〇
月

交
詢
社
に
設
け
ら
れ
た
社
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
、
昆
野
義
平
と
佐
志
傳
が
分
担
執
筆
し
た
。
佐
志
の
分
担
部
分
は
、
関

東
大
震
災
以
前
の
第
一
編
―
第
三
編
第
二
章
と
、
第
四
編
第
五
章
、
第
六
編
第
五
章
、
第
七
編
、
追
記
。

後
記
七
一
九
―
七
二
三
頁
は
佐
志
傳
が
署
名
執
筆
。

『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書

福
沢
諭
吉
と
慶
應
義
塾
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
全
二
四
〇
リ
ー
ル
の
制
作
と
共
に
、
各
収
録
資
料
の
一
覧
に
説
明
を
附
し
た
以
下
の
冊
子
を
発
行
。

編
集
は
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
佐
志
傳
が
担
当
し
た
。

佐志傳君著作目録
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「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
一
分
冊
）
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
一
）」、
平
成
元
年
三
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
二
分
冊
）
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
一
）」、
平
成
三
年
七
月

（
平
成
一
〇
年
一
月
改
訂
再
版
）

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
三
分
冊
）
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
二
）」、
平
成
三
年
一
〇
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
四
分
冊
）
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
二
）」、
平
成
七
年
三
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
五
分
冊
）
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
三
）」、
平
成
七
年
五
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
六
分
冊
）
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
四
）」、
平
成
九
年
三
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
七
分
冊
）
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
三
）」、
平
成
九
年
一
二
月

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
（
第
八
分
冊
）
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
五
）」、
平
成
一
〇
年
一
月

【
校
訂
解
題
】

「
長
尾
幸
作
著
『
亜
行
日
記

鴻
目
魁
耳
』『
亜
行
記
録
』
校
訂
並
解
題
」、『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
第
四
巻
』
風
間
書

房
、
昭
和
三
六
年
四
月
、
四
一
三
―
四
二
〇
頁

「
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ブ
ル
ッ
ク
著
『
横
浜
日
記
・
咸
臨
丸
日
記
』
解
題
」、『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
第
五
巻
』
風
間
書
房
、

昭
和
三
六
年
八
月
、
一
六
七
―
一
八
九
頁

「
解
説
二『
塾
員
』の
朱
印
に
つ
い
て
」、『
慶
應
義
塾
入
社
帳

第
一
巻
』
慶
應
義
塾
、
昭
和
六
一
年
三
月
、
七
五
五
―
七
六
二
頁

『
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
（
2
）「
慶
應
義
塾
社
中
之
約
束
」』、
昭
和
六
一
年
八
月

「『
慶
應
義
塾
社
中
之
約
束
』
解
題
」、
ⅲ
―
ⅹ
頁
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「『
慶
應
義
塾
社
中
之
約
束
』
解
説
」、
二
二
一
―
二
七
三
頁
を
収
め
る
。

【
編

集
】

『
慶
應
義
塾
一
二
五
年
』
慶
應
義
塾
、
昭
和
五
八
年
五
月
一
五
日

編
者
は
『
慶
應
義
塾
一
二
五
年
』
編
集
委
員
会
で
、
編
集
委
員
長
は
河
北
展
生
、
編
集
委
員
は
佐
志
傳
、
田
中
正
之
、
多
田

建
次
、
高
木
不
二
、
土
橋
俊
一
、
中
井
芳
雄
、
西
川
俊
作
、
丸
山
信
。

『
生
誕
一
五
〇
年
記
念
福
沢
諭
吉
展

黒
船
来
航
か
ら
独
立
自
尊
ま
で
』
慶
應
義
塾
、
昭
和
五
九
年
十
月

編
集
は
福
沢
諭
吉
展
委
員
会
で
、
第
一
部
会
委
員
に
佐
志
傳
も
加
わ
る
。

「
第
三
部

日
本
の
近
代
化
と
福
沢
諭
吉
」、
五
九
頁
は
佐
志
傳
が
署
名
執
筆
。

【
著

書
】

「
六

文
化
関
係
文
書

私
学
教
育
」、『
日
本
古
文
書
学
講
座
一
〇
〈
近
代
編
Ⅱ
〉』
雄
山
閣
、
昭
和
五
五
年
七
月
、
二
〇
三
―
二

一
五
頁

『
慶
應
義
塾
続
々
豆
百
科

福
沢
記
念
選
書
四
七
』、
平
成
三
年
六
月

慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
保
護
者
を
対
象
と
し
た
『
塾
』
に
二
九
回
に
わ
た
り
書
き
継
い
だ
コ
ラ
ム
「
豆
百
科
」（
73
〜
78
）、

「
続
々
豆
百
科
」（
1
〜
23
）
を
ま
と
め
た
も
の
。
な
お
、
連
載
の
筆
名
「
駸
」
は
父
の
名
駸
次
郎
の
一
字
。
元
の
連
載
は
以

下
の
通
り
。

「
豆
百
科
（
73
）
体
育
会
の
創
設
」、『
塾
』
第
一
三
六
号
、
昭
和
六
一
年
四
月
、
三
六
頁
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「
豆
百
科
（
74
）『
道
聴
途
説
』」、『
塾
』
第
一
三
七
号
、
昭
和
六
一
年
六
月
、
三
六
頁

「
豆
百
科
（
75
）
交
詢
社
」、『
塾
』
第
一
三
八
号
、
昭
和
六
一
年
八
月
、
三
六
頁

「
豆
百
科
（
76
）『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
の
刊
行
」、『
塾
』
第
一
三
九
号
、
昭
和
六
一
年
一
〇
月
、
三
六
頁

「
豆
百
科
（
77
）『
義
塾
』
と
い
う
名
の
お
こ
り
」、『
塾
』
第
一
四
〇
号
、
昭
和
六
一
年
一
二
月
、
三
六
頁

「
豆
百
科
（
78
）
普
通
部
」、『
塾
』
第
一
四
一
号
、
昭
和
六
二
年
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
1
）
環
境
保
全
の
さ
き
が
け
」、『
塾
』
第
一
四
二
号
、
昭
和
六
二
年
四
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
2
）
獣
医
畜
産
専
門
学
校
」、『
塾
』
第
一
四
三
号
、
昭
和
六
二
年
六
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
3
）
社
頭
」、『
塾
』
第
一
四
四
号
、
昭
和
六
二
年
八
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
4
）
演
説
の
創
始
」、『
塾
』
第
一
四
五
号
、
昭
和
六
二
年
一
〇
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
5
）
留
学
生
受
け
入
れ
の
は
じ
め
」、『
塾
』
第
一
四
六
号
、
昭
和
六
二
年
一
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
6
）
慶
應
義
塾
と
歯
科
医
学
」、『
塾
』
第
一
四
七
号
、
昭
和
六
三
年
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
7
）『
独
立
自
尊
迎
新
世
紀
』」、『
塾
』
第
一
四
八
号
、
昭
和
六
三
年
四
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
8
）『
入
塾
ノ
人
ニ
告
文
』」、『
塾
』
第
一
四
九
号
、
昭
和
六
三
年
六
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
9
）
消
費
組
合
」、『
塾
』
第
一
五
〇
号
、
昭
和
六
三
年
八
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
10
）
自
我
作
古
」、『
塾
』
第
一
五
一
号
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
11
）
国
宝
・
秋
草
文
壺
」、『
塾
』
第
一
五
二
号
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
12
）
学
生
ホ
ー
ル
」、『
塾
』
第
一
五
三
号
、
平
成
元
年
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
13
）
公
孫
樹
」、『
塾
』
第
一
五
四
号
、
平
成
元
年
四
月
、
三
六
頁

268



「
続
々
豆
百
科
（
14
）
日
吉
台
の
地
下
壕
」、『
塾
』
第
一
五
五
号
、
平
成
元
年
六
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
15
）
学
業
勤
惰
表
」、『
塾
』
第
一
五
六
号
、
平
成
元
年
八
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
16
）
稲
荷
山
」、『
塾
』
第
一
五
七
号
、
平
成
元
年
一
〇
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
17
）
カ
ン
テ
ラ
行
列
」、『
塾
』
第
一
五
八
号
、
平
成
元
年
一
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
18
）
半
学
半
教
」、『
塾
』
第
一
五
九
号
、
平
成
二
年
二
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
19
）
慶
應
義
塾
教
育
の
本
旨
」、『
塾
』
第
一
六
〇
号
、
平
成
二
年
四
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
20
）『
福
沢
関
係
文
書
』
の
刊
行
」、『
塾
』
第
一
六
一
号
、
平
成
二
年
六
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
21
）
旧
居
と
宅
跡
」、『
塾
』
第
一
六
二
号
、
平
成
二
年
八
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
22
）
大
学
部
開
設
百
年
」、『
塾
』
第
一
六
三
号
、
平
成
二
年
一
〇
月
、
三
六
頁

「
続
々
豆
百
科
（
23
）『
塾
員
』
の
認
定
」、『
塾
』
第
一
六
四
号
、
平
成
二
年
一
二
月
、
三
六
頁

『
慶
應
義
塾
豆
百
科
』
慶
應
義
塾
、
平
成
八
年
三
月
、
会
田
倉
吉
・
土
橋
俊
一
・
佐
志
傳

会
田
倉
吉
、
土
橋
俊
一
、
佐
志
傳
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
『
塾
』
の
連
載
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
巻
末
に
は
、
佐
志

に
よ
る
「『
慶
應
義
塾
続
々
豆
百
科
』
あ
と
が
き
」（
一
九
七
―
一
九
八
頁
）、「
合
本
『
慶
應
義
塾
豆
百
科
』
追
記
」（
一
九

九
―
二
〇
〇
頁
）
も
あ
る
。

『�
福
翁
自
傳
�
の
研
究
（
本
文
編
・
注
釈
編
）』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
八
年
六
月

主
に
、
註
釈
編
を
河
北
展
生
、
本
文
編
を
佐
志
傳
が
担
当
し
、
本
文
編
に
は
佐
志
に
よ
る
解
題
（i

―xviii

）、
後
記
（
二
九

五
―
三
〇
五
頁
）
を
収
め
る
。
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【
論

文
】

「
八
幡
信
仰
の
起
源
に
つ
い
て
」、『
史
学
』
第
三
〇
巻
第
二
号
、
昭
和
三
二
年
一
一
月
、
七
一
―
一
一
三
頁

「
宇
佐
八
幡
宮
の
祠
官
に
つ
い
て
」、『
史
学
』
第
三
一
巻
第
一
・
二
・
三
・
四
号
（
慶
應
義
塾
創
立
百
年
記
念
号
）、
昭
和
三
三
年

一
〇
月
二
五
日
、
一
六
八
―
一
九
二
頁

「
八
幡
肥
後
出
現
説
」、『
神
道
学
』
第
二
七
号
、
昭
和
三
五
年
一
一
月
、
一
―
一
一
頁

「
咸
臨
丸
搭
乗
者
長
尾
幸
作
の
生
涯
」、『
史
学
』
第
三
六
巻
第
二
・
三
号
（
松
本
芳
夫
先
生
古
希
記
念
号
）、
昭
和
三
八
年
九
月
、

七
七
―
一
九
二
頁

「
徂
徠
と
諭
吉
」、『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
一
号
、
昭
和
四
四
年
一
二
月
、
一
―
八
頁

「
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
」、『
史
学
』
第
四
三
巻
第
一
・
二
号
（
今
宮
新
先
生
古
希
記
念
号
）、
昭
和
四
五
年
五
月
、
三
五
一
―
三
七
〇
頁

「『
文
明
論
之
概
略
』
研
究
（
上
）」、『
史
学
』
第
四
七
巻
第
一
・
二
号
、
昭
和
五
〇
年
一
二
月
、
三
五
―
六
四
頁

「『
文
明
論
之
概
略
』
研
究
（
中
）」、『
史
学
』
第
四
七
巻
第
三
号
、
昭
和
五
一
年
四
月
、
二
七
―
四
三
頁

「『
文
明
論
之
概
略
』
研
究
（
下
）」、『
史
学
』
第
四
七
巻
第
四
号
、
昭
和
五
一
年
七
月
、
一
―
二
二
頁

「
交
詢
社
設
立
前
史
」、『
史
学
』
第
五
〇
巻
（
第
五
〇
巻
記
念
号
）、
昭
和
五
五
年
一
一
月
、
一
二
三
―
一
五
三
頁

「
会
社
、
同
社
そ
し
て
社
中
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
巻
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
三
三
―
七
〇
頁

「『
交
詢
雑
誌
』
の
変
遷
」、『
史
学
』
第
五
七
巻
第
四
号
、
昭
和
六
三
年
三
月
、
一
―
一
九
頁

「
福
沢
諭
吉
の
教
育
論
（
一
）」、『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
二
二
号
、
平
成
三
年
一
二
月
、
二
一
―
三
六
頁

「
福
沢
諭
吉
の
教
育
論
（
二
）」、（『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
二
六
号
、
平
成
七
年
一
月
、
五
―
一
八
頁
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【
書
評
・
紹
介
】

「
八
幡
宮
の
研
究
（
宮
地
直
一
著
、
理
想
社
刊
）」、『
史
学
』
第
三
〇
巻
第
一
号
、
昭
和
三
二
年
七
月
、
一
二
七
―
一
三
一
頁

「
慶
應
義
塾
百
年
史
中
巻
（
後
）
刊
行

中
堅
塾
員
の
同
時
代
史
」、『
三
田
評
論
』
第
六
三
四
号
、
昭
和
四
〇
年
一
月
、
一
〇
一
頁

「
吉
田
小
五
郎
先
生
と
『
幼
稚
舎
の
歴
史
』」、『
仔
馬
』
第
三
六
巻
第
四
号
通
巻
二
一
四
号
、
昭
和
五
九
年
一
二
月
、
九
六
―
九
七
頁

「
渡
辺
徳
三
郎
著
『
福
沢
諭
吉
・
家
庭
教
育
の
す
す
め
』」、『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
同
窓
会
報
』
第
一
三
八
号
、
昭
和
六
〇
年
六
月

「『
福
沢
先
生
百
話
』
完
結
に
よ
せ
て
」、『
幼
稚
舎
新
聞
』
第
一
二
五
四
号
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
九
日
、
四
頁

「
絵
葉
書
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
幼
稚
舎
の
百
二
十
年
―
―
『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
百
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』
―
―
」、『
三
田
評
論
』
第

九
六
七
号
、
平
成
六
年
三
月
、
八
二
―
八
三
頁

【
発
表
・
報
告
】

「
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
常
識
―
―
慶
應
高
校
福
沢
先
生
研
究
会
の
調
査
報
告
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
三
号
、
昭
和
四
九
年
七
月
、

一
九
―
二
二
頁

「
中
津
長
崎
資
料
採
訪
報
告
」、『
福
沢
手
帖
』
第
一
七
号
、
昭
和
五
三
年
六
月
、
一
―
六
頁
、
河
北
展
生
・
佐
志
傳
・
丸
山
信

「
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
と
武
田
勇
二
郎
―
―
新
資
料
・
武
田
宛
福
沢
書
簡
・
紹
介
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
三
〇
号
、
昭
和
五
六
年
一

〇
月
、
八
―
一
二
頁

「
日
清
戦
争
後
の
朝
鮮
政
情
・
他
―
―
新
資
料
・
竹
越
与
三
郎
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
三
通
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
三
二
号
、
昭
和

五
七
年
三
月
、
一
―
九
頁

「
福
沢
と
旧
藩
主
と
の
交
遊
（
新
資
料
紹
介
）」、『
福
沢
手
帖
』
第
四
二
号
、
昭
和
五
九
年
九
月
、
一
―
八
頁
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「
―
―
新
し
い
資
料
み
つ
か
る
―
―

福
沢
先
生
の
訓
辞
の
下
書
き
」、『
幼
稚
舎
新
聞
』
第
一
二
二
三
号
、
昭
和
六
三
年
一
月
八

日
、
二
頁

「『
福
沢
関
係
文
書
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
の
刊
行
と
全
集
未
収
録
の
若
干
の
資
料
」、『
福
沢
手
帖
』
第
五
九
号
、
昭
和
六

三
年
一
二
月
二
〇
日
、
一
―
一
二
頁

「
資
料

福
沢
最
古
の
訳
稿
『
經
始
概
畧
』
等
に
つ
い
て
―
―
一
九
八
八
〜
九
年
の
寄
贈
資
料
紹
介
―
―
」、『
近
代
日
本
研
究
』

第
六
巻
、
平
成
二
年
三
月
、
二
一
三
―
三
〇
二
頁

「
執
筆
メ
モ
見
つ
か
る
―
―
『
文
明
論
之
概
略
』『
学
問
の
す
ゝ
め
』
―
―
」、『
三
田
評
論
』
第
九
二
八
号
、
平
成
三
年
八
月
、
七

四
―
七
九
頁

「
身
ぐ
る
み
は
い
で
何
貫
目
？
―
―
新
資
料
紹
介

福
沢
先
生
の
体
重
記
録
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
八
〇
号
、
平
成
六
年
三
月
、

一
二
―
一
五
頁

「
福
沢
家
の
家
計
と
交
詢
社
会
計
の
新
資
料
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
二
巻
、
平
成
八
年
三
月
、
二
六
五
―
二
七
〇
頁

「
若
き
卒
業
生
と
家
族
ぐ
る
み
の
交
遊
―
―
長
野
に
の
こ
る
二
通
の
福
沢
書
簡
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
九
九
号
、
平
成
一
〇
年

一
二
月
、
二
六
―
三
一
頁

「
三
枝
氏
の
寄
贈
さ
れ
た
交
詢
社
社
則
に
つ
い
て
」、『
交
詢
雑
誌
』
復
刊
第
四
四
三
号
、
平
成
一
三
年
九
月
、
三
九
―
四
二
頁

【
講
演
録
】

「
赤
穂
浪
士
と
福
沢
先
生

昭
和
五
一
年
二
月
三
日

福
沢
先
生
御
命
日
記
念
講
演
」、『
仔
馬
』
第
二
八
巻
第
一
号

通
巻
一
六

三
号
、
昭
和
五
一
年
六
月
、
六
五
―
七
二
頁
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こ
の
講
演
の
予
告
記
事
が
『
幼
稚
舎
新
聞
』
第
七
四
六
号
（
昭
和
五
一
年
一
月
二
八
日
）
に
あ
る
。

「
交
詢
社
百
年
史
の
概
略
」、『
交
詢
雑
誌
』
復
刊
第
二
五
一
号
、
昭
和
五
九
年
二
月
、
六
―
一
三
頁

昭
和
五
二
年
一
二
月
二
三
日
開
催
の
交
詢
社
百
年
史
出
版
記
念
常
例
午
餐
会
で
の
講
演

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

福
沢
関
係
文
書
に
つ
い
て
」、『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
一
八
号
、
平
成
三
年
一
二
月
、
一
〇
二
―
一
二

七
頁

「
記
念
講
演
『
福
沢
と
教
育
』」、『
三
田
教
育
会
報
』
第
一
六
号
、
平
成
八
年
六
月
、
一
―
五
頁

「
福
沢
先
生
と
銀
座
」、『
交
詢
雑
誌
』
復
刊
第
四
〇
六
号
、
平
成
一
〇
年
四
月
、
二
―
一
〇
頁

「
福
沢
先
生
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ

慶
應
義
塾
幼
稚
舎

福
沢
先
生
御
命
日
講
話
」、『
仔
馬
』
第
五
三
巻
第
一
号

通
巻
二
八
八
号
、

平
成
一
三
年
七
月
、
九
二
―
一
〇
三
頁

こ
の
講
演
を
聴
い
た
幼
稚
舎
生
の
感
想
が
『
幼
稚
舎
新
聞
』
第
一
六
三
八
号
（
平
成
一
三
年
二
月
一
三
日
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

「
福
沢
諭
吉
が
残
し
た
慶
應
義
塾
〈
創
立
一
五
〇
年
を
前
に
〉
講
演
録

第
六
八
三
回
三
田
演
説
会
」、『
三
田
評
論
』
第
一
〇

九
六
号
、
平
成
一
八
年
一
二
月
、
四
三
―
五
〇
頁

本
講
演
の
写
真
が
『
三
田
評
論
』
の
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
（K

EIO
Photo

Report

第
六
八
三
回
三
田
演
説
会
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

【
随
筆
等
】

「
六
〇
〇
冊
の
顔

六
〇
〇
号
記
念
特
集
」、『
三
田
評
論
』
第
六
〇
〇
号
、
昭
和
三
六
年
一
二
月
、
五
六
―
五
九
頁
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「
創
作
の
ペ
ー
ジ

二
篇
の
レ
ポ
ー
ト
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
」、『
中
等
部
・
一
九
六
三
年
』、
昭
和
三
八
年
三
月
、
一
六
四
頁

「
海
外
に
あ
る
福
沢
先
生
の
写
真
」、『
三
田
評
論
』
第
六
三
六
号
、
昭
和
四
〇
年
三
月
、
七
〇
―
七
一
頁

「
三
田
演
説
会
の
こ
と

随
想
〈
政
治
と
言
論
〉」、『
三
田
評
論
』
第
六
四
〇
号
、
昭
和
四
〇
年
八
月
、
四
一
―
四
三
頁

「
十
七
歳
の
倫
理
と
思
考
―
―
「
修
身
要
領
」
と
慶
應
高
校
生
―
―
」、『
三
田
評
論
』
第
六
六
六
号
、
昭
和
四
二
年
一
二
月
、
九

四
―
九
七
頁

「
福
沢
諭
吉
と
漢
学

福
沢
諭
吉
の
諸
領
域

二
〇
」、『
三
色
旗
』
第
二
八
四
号
、
昭
和
四
六
年
一
一
月
、
二
二
―
二
五
頁

「�
実
学
�
を
徹
底
さ
せ
た
福
沢
精
神
」、『
流
動
』
第
八
巻
第
九
号
、
昭
和
五
一
年
九
月
、
六
四
―
七
四
頁

「
交
詢
社
百
年
の
軌
跡
」、『
三
田
評
論
』
第
八
〇
二
号
、
昭
和
五
五
年
四
月
、
四
六
―
五
三
頁

「
交
詢
雑
誌
」、『
塾
』
第
一
〇
〇
号
、
昭
和
五
五
年
四
月
、
裏
表
紙
の
裏

「
心
の
ふ
る
さ
と

慶
應
義
塾
（
一
）
―
―
プ
ロ
ロ
ー
グ
―
―
」、『
塾
友
』
第
二
七
七
号
、
昭
和
五
五
年
四
月
、
四
六
―
四
七
頁

「
心
の
ふ
る
さ
と
慶
應
義
塾
（
二
）
―
―
古
川
正
雄
―
―
」、『
塾
友
』
第
二
七
八
号
、
昭
和
五
五
年
六
月
、
五
三
―
五
五
頁

「
福
沢
先
生
交
友
録
（
一
）」、『
塾
友
』
第
二
九
八
号
、
昭
和
五
七
年
五
月
、
三
四
―
三
六
頁

「
福
沢
先
生
交
友
録
（
二
）「
親
友
」
と
よ
ば
れ
た
友
人
た
ち

そ
の
一
」、『
塾
友
』
第
二
九
九
号
、
昭
和
五
七
年
七
月
、
二
二
―

二
四
頁

「
福
沢
先
生
交
友
録
（
三
）「
親
友
」
と
よ
ば
れ
た
友
人
た
ち

そ
の
二
」、『
塾
友
』
第
三
〇
〇
号
、
昭
和
五
七
年
八
月
、
二
〇
―

二
三
頁

「
福
沢
先
生
交
友
録
（
四
）「
親
友
」
と
よ
ば
れ
た
友
人
た
ち

そ
の
三
」、『
塾
友
』
第
三
〇
一
号
、
昭
和
五
七
年
九
月
、
一
八
―

二
一
頁
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「
三
田
山
上
に
も
っ
と
響
き
を
」、『
三
田
評
論
』
第
八
六
六
号
、
昭
和
六
一
年
一
月
、
五
四
頁

「�
塾
員
�
の
認
定
（
福
沢
研
究
余
録
）」、『
慶
應
義
塾
大
学
報
』、
第
一
七
二
号
、
昭
和
六
一
年
六
月
、
一
二
頁

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
福
沢
関
係
文
書
』
の
発
刊
」、『
三
田
評
論
』
第
八
九
六
号
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
、
八
八
―
九
〇
頁

「
福
沢
研
究
の
は
な
し
（
一
）」、『
福
沢
手
帖
』
第
六
二
号
、
平
成
一
年
九
月
、
二
四
―
三
二
頁
、
富
田
正
文
・（
聴
く
人
）
佐
志
傳

「
福
沢
研
究
の
は
な
し
（
二
）」、『
福
沢
手
帖
』
第
六
三
号
、
平
成
一
年
一
二
月
、
九
―
一
九
頁
、
富
田
正
文
・（
聴
く
人
）
佐
志
傳

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
事
情
視
察
団
に
参
加
し
て
」、『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
二
〇
号
、
平
成
二
年
一
月
、
1
―
10
頁

「
岩
手
と
福
沢
諭
吉
・
慶
應
義
塾
」、『
月
刊
街
も
り
お
か
』
第
三
〇
一
号
、
平
成
五
年
一
月
、
二
〇
―
二
一
頁

「
精
緻
に
し
て
平
明
、
内
に
気
概
あ
り
―
―
追
悼

富
田
正
文
―
―
」、『
福
沢
手
帖
』
第
七
九
号
、
平
成
五
年
一
二
月
、
三
〇
―

三
三
頁

「
福
沢
諭
吉
長
女
の
名
前
と
生
年
月
日
（
夏
冬
生
）」、『
福
沢
手
帖
』
第
八
一
号
、
平
成
六
年
六
月
、
五
―
七
頁

「
福
沢
諭
吉
、
そ
の
芸
術
的
環
境
」、『
福
沢
手
帖
』
第
八
三
号
、
平
成
六
年
一
二
月
、
一
―
九
頁

「
百
、
百
二
十
そ
し
て
百
二
十
五
へ
」、『
幼
稚
舎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
第
五
号
、
平
成
七
年
三
月
、
一
五
―
二
四
頁

「
福
沢
先
生
と
交
詢
社
」、『
三
田
評
論
』
第
九
八
〇
号
、
平
成
八
年
五
月
、
九
四
―
九
六
頁

「
草
創
期
の
交
詢
社
・『
交
詢
雑
誌
』」、『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
月
報
5
（
第
五
巻
）』、
平
成
一
三
年
一
〇
月
、
八
―
一
一
頁

「
慶
應
義
塾
豆
百
科
の
誕
生

社
中
交
歓

豆
」、『
三
田
評
論
』
第
一
〇
五
四
号
、
平
成
一
五
年
二
月
、
一
〇
〇
頁

「
福
沢
諭
吉
の
多
面
性
」、『
善
隣
』
第
五
七
五
号
、
平
成
一
五
年
二
月
、
一
―
九
頁

「
交
詢
社
の
歴
史
―
―
交
詢
雑
誌
の
変
遷
」、『
交
詢
雑
誌
』
復
刊
第
四
七
四
号
、
平
成
一
六
年
六
月
、
一
―
二
頁

「
福
沢
先
生
と
交
詢
社
小
特
集
・
交
詢
社
新
社
屋
落
成
」、『
三
田
評
論
』
第
一
〇
七
三
号
、
平
成
一
六
年
一
一
月
、
七
二
―
七
三
頁
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「
木
村
芥
舟
・
長
尾
幸
作
―
―
咸
臨
丸
の
人
々

書
簡
に
見
る
福
沢
人
物
誌

第
一
四
回
」、『
三
田
評
論
』
第
一
〇
八
〇
号
、
平

成
一
七
年
六
月
、
五
二
―
五
八
頁

「『
福
翁
自
伝
』
の
研
究
に
つ
い
て
」、『
福
沢
手
帖
』
第
一
三
一
号
、
平
成
一
八
年
一
二
月
、
一
―
七
頁
（
河
北
展
生
・
佐
志
傳
の

共
著
）

「
慶
應
義
塾
の
歴
史
一
五
〇
年
を
四
半
世
紀
で
刻
ん
で
み
る
と

特
集
・
学
塾
の
歩
み
を
記
録
す
る
」、『
三
田
評
論
』
第
一
一
一

七
号
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
、
四
〇
―
四
四
頁

【
そ
の
他
】

佐
志
傳
が
創
立
し
、
会
長
を
務
め
た
慶
應
義
塾
高
等
学
校
福
沢
研
究
会
の
会
誌
『
雪
池
』
に
以
下
が
あ
る
。

「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」、『
雪
池
』
創
刊
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
一
―
二
頁

「『
修
身
要
領
』
と
慶
應
高
校
生
」、『
雪
池
』
第
二
号
、
昭
和
四
三
年
四
月
、
一
―
五
頁

「
こ
と
し
の
福
研
」、『
雪
池
』
第
三
号
、
昭
和
四
六
年
三
月
、
二
―
三
頁

「『
文
明
論
之
概
略
』
と
西
洋
思
想
」、『
雪
池
』
第
三
号
、
昭
和
四
六
年
三
月
、
四
―
六
頁

「『
雪
池
』
第
四
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
」、『
雪
池
』
第
四
号
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
一
頁

「
福
研
一
三
年
の
歩
み
」、『
雪
池
』
第
四
号
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
一
七
―
二
〇
頁

「
交
詢
社
の
創
立
百
年
（
一
九
八
〇
年
二
月
一
三
日
記
）」、『
雪
池
』
第
五
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
、
一
―
二
頁

「
最
近
五
年
間
の
福
研
」、『
雪
池
』
第
六
号
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
四
―
五
頁

「
福
沢
先
生
と
福
沢
諭
吉
」、『
雪
池
』
第
六
号
、
昭
和
六
〇
年
三
月
、
九
―
一
〇
頁
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「
福
研
二
一
年
」、『
雪
池
』
第
七
号
、
昭
和
六
二
年
三
月
、
一
―
八
頁

「
昭
和
六
二
年
度
の
福
研
」、『
雪
池
』
第
八
号
、
昭
和
六
三
年
三
月
、
一
―
三
頁

慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
に
以
下
の
社
会
科
部
会
『
文
明
論
之
概
略
』
読
書
会
報
告
（
編
集：

松
浦
正
夫
）
が
あ
る
。
佐
志

傳
に
よ
る
緒
言
か
ら
第
三
章
、
第
一
〇
章
の
報
告
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
第
五
号
と
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず

れ
も
座
談
会
の
記
録
が
あ
り
、
発
言
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「『
文
明
論
之
概
略
』
読
書
会
」、『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
五
号
、
昭
和
四
九
年
七
月
、
二
四
―
三
一
頁

「『
文
明
論
之
概
略
』
読
書
会
」、『
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要
』
第
六
号
、
昭
和
五
〇
年
六
月
、
二
九
―
三
七
頁

慶
應
義
塾
高
等
学
校
の
周
年
記
念
誌
に
以
下
が
あ
る
。

「（
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
姿
）
福
沢
研
究
会
」、『
二
十
年

慶
應
義
塾
高
等
学
校
二
十
周
年
記
念
誌
』、
昭
和
四
四
年
三
月
、
一
三
〇

―
一
三
一
頁

「
慶
應
高
校
生
に
期
待
す
る
も
の

ア
ン
ケ
ー
ト
Ⅱ

三
〇
年
―
―
三
〇
〇
人
の
こ
と
ば
」、『
三
十
年

慶
應
義
塾
高
等
学
校
三

十
年
記
念
誌
』、
昭
和
五
四
年
三
月
、
一
一
八
頁

「
部
会
報
告

社
会
科
部
会
」、『
三
十
年

慶
應
義
塾
高
等
学
校
三
十
年
記
念
誌
』、
昭
和
五
四
年
三
月
、
一
二
五
―
一
三
四
頁

「（
文
科
系
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
活
動
）
福
沢
研
究
会
」、『
三
十
年

慶
應
義
塾
高
等
学
校
三
十
年
記
念
誌
』、
昭
和
五
四
年
三
月
、

一
八
七
頁

「
福
沢
研
究
会
」、『
五
十
年

慶
應
義
塾
高
等
学
校
』、
平
成
一
〇
年
一
一
月
、
一
八
九
頁

佐志傳君著作目録
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【
追

悼
】

大
久
保
忠
宗
「
佐
志
傳
先
生
を
憶
う
」、『
三
田
評
論
』
第
一
二
五
〇
号
、
令
和
二
年
一
二
月
、
一
〇
九
頁

山
内
慶
太
「
佐
志
傳
先
生
を
偲
ぶ
」、『
福
沢
手
帖
』
第
一
九
一
号
、
令
和
三
年
一
二
月
、
三
〇
―
三
二
頁

慶
應
義
塾
高
等
学
校
福
沢
研
究
会
会
誌
『
雪
池
』
第
一
〇
号
、
令
和
三
年
三
月
に
「
追
悼

佐
志
傳
先
生
」
が
あ
る
。
内
容

は
以
下
の
通
り
。

佐
志
傳
「
佐
志
傳
先
生
遺
稿
『
条
約
十
一
国
記
』
偽
版
取
締
り
と
初
版
本
の
発
見
」、
九
八
―
一
〇
二
頁

古
田
幹
「
佐
志
先
生
へ
の
感
謝
」、
一
〇
三
―
一
〇
四
頁

高
木
不
二
「
社
会
科
教
員
と
し
て
の
佐
志
先
生
の
思
い
出
」、
一
〇
四
―
一
〇
六
頁

江
口
芳
夫
「
佐
志
さ
ん
と
『
テ
ニ
ス
』」、
一
〇
六
―
一
〇
九
頁

西
澤
直
子
「
佐
志
傳
先
生
の
思
い
出
」、
一
一
〇
―
一
一
一
頁

山
根
秋
乃
「
佐
志
先
生
と
」、
一
一
一
―
一
一
三
頁

佐
藤
滋
一
「
佐
志
先
生
を
偲
ん
で
」、
一
一
四
―
一
一
五
頁

大
久
保
忠
宗
「
佐
志
傳
先
生
と
私
た
ち
」、
一
一
五
―
一
二
二
頁

山
内
慶
太
「
佐
志
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」、
一
二
三
―
一
二
六
頁

馬
場
国
博
「
佐
志
先
生
と
の
思
い
出
」、
一
二
六
―
一
二
八
頁

柳
井
雅
「
福
沢
研
究
会
と
佐
志
傳
先
生
の
思
い
出
」、
一
二
八
―
一
三
〇
頁

藤
井
ま
な
み
「
佐
志
先
生
の
こ
と
、
そ
し
て
女
子
高
福
研
の
こ
と
（
付
・
昭
和
六
一
年
度
一
般
教
養
科
目
「
歴
史
」
ノ
ー
ト

要
旨
）」、
一
三
〇
―
一
四
〇
頁
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